
失われる歴史の断片
ピ　ー　ス

八日市・護国の町並や内子座など、保存される歴史がある一方、
大久喜鉱山のように失われて行く歴史もたくさんあります。
鉱山の姿は往時とは変わり、人々の記憶からも薄らいできました。
形のないものは、私たちの町の歴史から消えてしまうのでしょうか――
今回の特集では、建造物の保存だけではなく、
人々の生きてきた「証」を残すことの大切さを考えてみました。

特集



従業員数は約300人。大きなグラウ
ンドや銀会館という集会場があった

特集 失われる歴史のピース

　　
「
残
っ
て
い
た
ら
、
す
ご
い
近

代
化
遺
産
だ
っ
た
の
に
―
―
」。

そ
う
寂
し
そ
う
に
話
す
の
は
、
山

岡
愛よ

し
と
し利

さ
ん
と
佐
子
宏ひ

ろ
し

さ
ん
。

　

か
つ
て
大
久
喜
鉱
山
で
働
い
て

い
た
２
人
に
、
そ
の
歴
史
の
断
片

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　　

大
久
喜
鉱
山
は
神
南
山
の
東
斜

面
の
中
腹
に
あ
り
ま
し
た
。
鉱
山

発
見
は
１
５
０
年
前
で
、
と
き
の

城
主
・
加
藤
家
が
開
発
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
格
的
に
採

鉱
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
９
年

に
、
昭
和
鉱
業
株
式
会
社
が
採
掘

権
を
得
て
か
ら
―
―
。

　

創
業
当
初
は
人
力
で
運
ん
で
い

ま
し
た
が
、
作
業
の
機
械
化
、
設

備
の
近
代
化
を
図
り
、
採
掘
量
を

増
や
し
ま
す
。
昭
和
12
年
に
は
坑

口
近
く
の
選
鉱
場
か
ら
県
道
に
面

し
た
貯
鉱
場
ま
で
の
イ
ン
ク
ラ

イ
ン（
※
）が
完
成
し
た
こ
と
で
、

鉱
石
の
積
み
出
し
や
必
要
資
材
の

運
搬
が
向
上
。
国
内
で
有
数
の
金

属
鉱
山
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

鉱
山
の
発
展
と
と
も
に
町
も
潤

い
ま
し
た
。
３
０
０
人
近
く
の
従

業
員
が
働
き
、
社
宅
に
は
２
０
０

世
帯
ほ
ど
が
住
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
社
宅
の
桜
を
カ
ラ
ー
電
球

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、
鉱
山

に
あ
る「
銀
会
館
」
と
い
う
集
会

所
で
は
、
最
新
の
映
画
が
大
洲
喜

多
郡
の
中
で
一
番
に
上
映
さ
れ

た
り
、
新
し
い
文
化
が
い
ち
早
く

入
っ
て
く
る
地
域
で
し
た
。

　　

繁
栄
が
続
く
と
思
わ
れ
た
鉱
山

で
し
た
が
、
昭
和
46
年
に
閉
山
。

安
い
輸
入
鉱
石
が
増
え
た
こ
と
や

坑
道
が
地
中
深
く
な
り
効
率
が
悪

く
な
っ
た
こ
と
、
戦
時
中
の
乱
掘

で
鉱
石
が
枯
渇
し
た
こ
と
が
原
因

で
し
た
。
最
終
的
な
坑
道
の
距
離

は
７
万
５
０
０
０
㍍
、試
錐（
ボ
ー

リ
ン
グ
）
は
14
万
３
９
０
０
㍍
に

達
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
す
っ
か
り
姿
を
変
え
て
し

ま
っ
た
大
久
喜
鉱
山
。
わ
ず
か
な

痕
跡
だ
け
が
、こ
こ
に
歴
史
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
―
―
。

　私は昭和34年頃から閉山まで、大
久喜鉱山で働きました。どこに鉱脈が
あるかを探す、探鉱という仕事です。
大久喜鉱山の鉱脈は地層の隆起や陥没
によって分断され、芋づる式に分布し
ています。鉱脈がなくなったら上下左
右をボーリングして、新たな鉱脈がど
こにあるのかを予測していました。
　全国的にも珍しい地層なので、有名
な地質学者が研究に訪れました。私た
ちは学者と交流して、いろいろなこと
を教わりました。地質学に必要な登山
が趣味になったり、記録を残そうとカ

メラを購入したりする人もいました。
スキーをする人も――。どれも当時で
は珍しい趣味です。鉱山は町の文化の
発展にも貢献していたのです。学校や
警察、診療所もあり、何不自由のない
暮らしは、閉山のことが考えられない
くらいの活況ぶりだったと思います。
　風光明媚で、特に季節ごとに変わる
沖田の色が好きでした。春は菜の花
とレンゲ、夏から秋にかけては緑が黄
金色に変わり、冬には雲海も広がりま
す。今は私たちの心の中だけにある風
景になってしまい、寂しい限りです。

　山岡　愛
よしと し

利さん
＝内子11＝

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　歴史の断
ピース

片①

みんなが憧れた大久喜鉱山の暮らし
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◀⑤

◀④

⑧▶

◀⑦

⑨▶

◀②

①神南抗ズリ捨て場 ②各種事業所 ③昭和抗
ズリ捨て場 ④双葉社宅 ⑤後山社宅 ⑥山王抗
ズリ捨て場 ⑦インクライン ⑧鉱石貯鉱場 ⑨
県道229号線 ⑩山王地区 ⑪小田川

大久喜鉱山全景と鉱山の記憶

選鉱場から県道沿いの貯鉱場まで
をつなぐインクライン

昭和抗の写真。鉱山には大久喜
抗など７つの坑口があった

⑪▶

１

２

３

４

大久喜鉱山の痕跡

1_選鉱場の跡。鉱石を貯め
る漏

じょうご

斗という施設の跡や、鉱
石を砕く「ボールミル」とい
う機械の基礎が残っている　
2_昭和抗の入口。中に入らな
いよう、コンクリートでふさ
がれていた　3_県道 229号
線沿いに残る貯鉱場。下の穴
にトラックの荷台を入れて、
鉱石を積む作業をしていた　
4_銀会館とグラウンドの跡。
当時は映画の上映や演劇が行
われるなど、多くの人でにぎ
わっていた。今は屋根が崩れ
て、見る影もない

創
業
37
年
で
閉
じ
ら
れ
た
幕

大
久
喜
鉱
山
の
繁
栄
の
歴
史

この町にあった

日本有数の鉱山

※インクライン＝斜面にレールを作って荷物を上げ下げする装置
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　社会科の教師を36年間して、昨年
退職しました。今は新しい町誌の編さ
んをしています。昔から歴史が好き
で、郷土研究会にも所属しています。
20年前には旧内子町の町誌の編さん
にも携わりました。
　内子町には江戸時代半ば以降の資料
は少しありますが、それ以前のものは
ほとんど残っていません。抜け落ちて
いる歴史を復原するために、多くの資
料を探して、新しい発見や確かな事実
を増やすことが必要です。
　歴史の断片を探す意義は、町を客観
的に振り返ることで、未来のまちづく

りに生かすことができることです。そ
れは個人が自分の生き方を振り返り、
これからどう生きていくかを考えるこ
とに似ています。振り返ると、私たち
は高度成長期に多くの歴史を失ってし
まいました。私はその反省もあり、八
日市・護国の町並や町の歴史を大切に
しています。そこには、この町で生き
てきた人々の思いや誇り、内子らしさ
が詰まっているからです。
　歴史を語り継ぐことは、私たち一人
一人の役割だと思います。未来の町
のために、家に古い物が残っている人
は、ぜひ一度ご連絡ください。

　芳我　明
あ き ひ こ

彦さん
＝内子11＝

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　歴史の断
ピ ー ス

片③

歴史を語り継ぐことは、今を生きる私たちの役割
　大久喜鉱山では労務担当をしていま
したが、閉山直前の１月に広島県に転
勤になってしまいました。閉山時に従
業員が資料を持ち出すなど、記録がバ
ラバラになったようで、その場にいな
かったことが残念でなりません。
　鉱山の記録を集め始めたのは、数年
前に久保田正

しょういち

一さんから「孫が学校で
使うので、当時の資料がないか探して
ほしい」と頼まれたのがきっかけです。
資料を探そうと本社や役場に問い合わ
せましたが、１枚の写真がやっと手に
入った程度――。記録がほとんど残っ
ていないことを知りました。

　閉山後の記録などをビデオで残し
ていた人もいましたが、数年前に亡く
なり、そのときに記録を全部捨ててし
まったそうです。詳しいことを知って
いる人も少なくなり、記憶が風化して
しまうのではと心配しています。
　無くなって初めて、その大切さに気
づきました。今は元鉱山員の仲間と

「大久喜を語る会」を作り、記録を残す
取り組みをしています。現地はあと10
年も経てば、わずかな形跡も自然に戻
り、何があったか全然分からなくなる
かもしれません。皆さんが何か資料を
持っていたら、ぜひ教えてください。

佐子　宏
ひろし

さん
＝大洲市＝

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　歴史の断
ピ ー ス

片②

鉱山の記憶を風化させないために――

歴史の断
ピ ー ス

片を 探しています
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内
子
町
が
平
成
３
年
に
発
行
し

た『
内
子
の
民
家
と
町
並
み
』
の

巻
頭
に
、
工
学
院
大
学
元
学
長
の

伊
藤
て
い
じ
さ
ん
の
言
葉
で
、
こ

う
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
町
並
み
保

存
と
い
う
の
は
、単
に
過
ぎ
去
っ
た

も
の
を
残
し
、人
々
に
誇
り
や
社
会

教
育
な
ど
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

く
し
て 

、現
代
の
人
た
ち
は
、昔
の

そ
れ
ら
に
負
け
な
い
よ
う
な
文
化
を

創
っ
て
下
さ
い
と
、励
ま
す
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。私
た

ち
は
、過
去
の
遺
産
と
い
う
も
の
は

未
来
の
人
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、忘
れ
て
は
な
ら
な

い
…
…
」。

　

形
あ
る
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、
先

人
た
ち
が
生
き
て
き
た
証
を
残
す

こ
と
も
同
じ
で
す
。
大
久
喜
鉱
山

の
歴
史
を
探
し
て
い
る
佐
子
さ

ん
は「
建
物
を
残
す
こ
と
は
難
し

か
っ
た
が
、
こ
こ
で
生
き
て
い
た

記
憶
を
残
し
た
い
」と
語
り
ま
す
。

歴
史
を
大
切
に
し
て
い
る
町
だ
か

ら
こ
そ
、
積
み
重
ね
て
き
た
人
々

の
活
動
の
記
録
や
思
い
を
残
さ
な

け
れ
ば
と
訴
え
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は「
ピ
ー
ス
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
。

人
々
の
記
憶
は
断
片
的
で
、
次
第

に
薄
ら
い
で
い
き
ま
す
。
一
人
一

人
の
記
憶
を
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
に

し
っ
か
り
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
鮮

明
な
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
で
、
先
人
た
ち
が
何
を
大
切

に
し
て
生
き
、
ど
ん
な「
ら
し
さ
」

や「
個
性
」
を
持
っ
て
い
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

が
先
人
た
ち
に
負
け
な
い
文
化
を

創
り
、
先
人
た
ち
と
私
た
ち
の
思

い
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

今
、
あ
な
た
の
持
つ「
歴
史
の
断

片
」を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
歴
史
を
残
す
の
か

　古い写真や資料、地図などを探し
ています。ご連絡をいただけたら見
に行き、調査することもできます。
【問い合わせ】
内子町教育委員会（内子分庁内）
自治・学習課　町誌編さん係
☎０８９３（４４）２１１４

内子町の歴史の断片 大久喜鉱山の歴史の断片

pieces of history of the town pieces of history of the mine

写真は昭和37年に内子高校社会部が作った「わが郷土内山」から抜粋。
当時の高校生が集めた歴史の断片は、今では貴重な資料になっています――

町誌編さん室は
歴史のピースを
集めています
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